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■横浜という“地の利”を生かしてビジネス展開

　コンチネンタル社は、タイヤビジネス、自動車の部品を作るオー
トモーティブビジネス、インダストリービジネスという3つの事
業を世界57の国・地域で展開しています。
　その中で当社は、オートモーティブビジネスを中心に事業を営
んでいます。本社の下にブレーキシステムやカーエレクトロニク
スなど5つの製品事業部を擁し、さらに、お客様と一緒にアプリ
ケーション開発を行うエンジニアリングセンターを設けていま
す。横浜は、東京へのアクセスに加え、新横浜駅、羽田空港、首
都高速道路ネットワークへのアクセスの良さが第1の利点として
挙げられます。私たちのお客様である自動車メーカーは西日本か
ら北関東と、様々な場所に拠点を構えているからです。さらにオー
トモーティブビジネスの本社は、横浜市とパートナー都市の提携
を結んでいるフランクフルトに置かれています。羽田空港からフ
ランクフルトまでは1日に複数のフライトが飛んでいます。

■日本の自動車メーカー8社と密接に協業

　現在、世界の自動車業界は、環境や安全という観点から「100
年に1度」と言われる変革期に直面しています。電動化と自動運
転に向けた技術革新が日進月歩のスピードで進んでいるだけでな
く、自動車のモビリティーというコンセプト自体が変わろうとし

ています。
　このような状況の中で私たちの強みは、タイヤから部品、カー
エレクトロニクスに至る「車周りを全部知っている」点にありま
す。タイヤからソフトウエアまでをグループ内で一貫して扱える
ことは大きなアドバンテージであると考えています。安全に関し
てもコンチネンタル社は、交通事故そのものがない社会を実現す
る“Vison Zero”という目標に掲げています。まずは交通事故の
死亡者をゼロにし、次いで負傷者をゼロにし、究極的には事故そ
のものをゼロにする。この目標を考えた際、自動車メーカーが8
社も集積する日本は最も重要な市場の１つであり、当社はグロー
バルの中でもとても大きな役割を担っています。

■「I・TOP横浜」事業でも大きな手応え

　22年7～12月に、横浜市の「I・TOP横浜」事業の一環として、
当社の交通流観測用センサー（レーダー・カメラ）を用いた交通
流観測の実証実験をみなとみらい21地区で実施しました。「イン
テリジェント・インターセクション」は事故のない交通社会に向
けた協調システムの一例ですが、私たちの企業ビジョン「より良
い明日のために価値創造する」をまさに体現するものでした。こ
うした取り組みも横浜に拠点を構えていたからこそ、実現できた
ものと考えています。 
 （取材日：2023年7月）
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